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技術24 技術名：電気発熱法を併用した土壌ガス吸引対策 申請者：ランドソリューション株式会社

対象物質
クロロエチレン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロ
ロエチレン、1,2-ジクロロエチレン、1,3-ジクロロプロペン、ジ
クロロメタン、テトラクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、
1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、ベンゼン

適用濃度 当技術は物理的な回収によるものであるため、適用濃度は設
定されない。

【技術の概要】技術の種類：原位置浄化（土壌ガス吸引）
操業①、②

当技術は地盤中に電極を設置し、電気を流すことにより土壌にジュール熱
を発生させ50〜60℃に加温することで、第一種特定有害物質の揮発が促進さ
れ、効率よく土壌中から有害物質を気体として回収するものである。なお、
大型重機は必要なく、ボーリングマシン等での施工が可能である。

廃業①〜④ 汚染状況⑰、⑱

① ジュール熱によって粘性土が発熱
（土壌温度30～80℃に昇温）

② VOCsの気化の促進
③ 土粒子間に強く吸着したトリクロロエチレン等

の地下水への溶出促進
④ 微生物分解・化学分解の促進

電気発熱法の概要 電気発熱法を併用した土壌ガス吸引対策の概要

【実績】

①土壌温度
電気発熱法実施前の11.7℃から61.1℃に上昇。

②PCE回収量
電気発熱法実施前の11kgから17kgに増加。
（回収効率は約2.2倍に上昇）

PCE回収量と土壌温度の時間変化


